
9月の道内景況　情報連絡員レポート
改善続く　消費税率引き上げ前の駆け込み需要の現れか

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減
少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引いた値（D・I）をもとに作成。その基準は上記のとおりである。

景況天気図（前年同月比）

（凡例） 30 以上 10 〜 29 9 〜△ 10 △ 11 〜△ 29 △ 30 以下

全業種 製造業 非製造業

8 月 9 月 前月比 8 月 9 月 前月比 8 月 9 月 前月比

業界の景況 6.9
→

△3.0
→

12.3
→

売 上 高 17.6
→

△9.1
→

32.8
→

収 益 状 況 7.9
→

△9.1
→

17.4
→

販 売 価 格 1.0
→

0.0
→

1.6
→

取 引 条 件 △1.1
→

△3.0
→

△0.1
→

資 金 繰 り 2.3
→

0.0
→

3.5
→

雇 用 人 員 2.4
→

3.0
→

2.3
→

△14.6 △7.7 △30.3 △33.3 △5.4 6.9

△2.2 15.4 △3.0 △12.1 △1.8 31.0

△7.9 0.0 △12.1 △21.2 △5.4 12.1

4.5 5.5 6.1 6.1 3.6 5.2

△1.1 △2.2 △6.1 △9.1 1.8 1.7

△4.5 △2.2 △9.1 △9.1 △1.8 1.7

△11.2 △8.8 △3.0 0.0 △16.1 △13.8

　主要DIの推移では、前月に引き続き、そ
ろって改善した。
　業種別に見た各DIの前月比較では、製造
業では「雇用人員」が若干改善したが、「景
況」「売上高」「収益状況」「取引条件」が悪化
した。非製造業では「取引条件」以外の全項
目が改善し、特に「売上高」が大幅に改善し
た。

概 況 主要 DI の推移
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・9月の業況は、業界全体として、開発局などの災害復旧工事を始め各官公庁も
順調に発注量が確保されていると感じられる。民間に関しては、観光業の回復
を始め、消費税増税に向けた一般住宅などの前倒し発注などによる若干の好転
の要素もあるが、今後は落ち着いてくると思われる。電力系の事業に関して
は、かなり抑えた形で推移していると考えられる。また、今年度の傾向とし
て、省エネ化に向けた補助金を利用した改修や改築などの工事も多くみられ、
電気工事として大きな要素を担うため、企業としてチャンスと捉えることもで
き、技術力の向上に向けた取り組みも必要になってくるのではないか。反面、
労働力の不足という慢性的な状況のもと、働き方改革など、中小企業にとって
は「仕事があっても人がいないため受注できない」といった大きな課題を抱え
ながら企業経営をしていかなくてはいけない状況にある。� （電気工事／全道）

・組合員の業況、
　市の公共事業は 9月末時点で完工高は約 42％となっており、残工事も 11月
上旬までに全工事が完了予定。また、9月に入り新たな受注機会はない状況。
地域の実情として、市の建築・土木工事について大規模工事はなく冬期に入る

前に大半の工事が完了予定。農業では稲作は平年作の見通し。
　問題点
　組合員の受注している公共事業が完了すると後半は雇用調整の可能性がある。
� （管工事／名寄）
・ダンプ業者は前月に続き好転がみられるが業界全体としては横ばい。
� （一般貨物自動車運送／苫小牧）
・昨年は、胆振東部地震によって稼働が少なかった分、増加している。
� （一般貨物自動車運送／小樽）
・青果物は、8月に引き続き産地によって出荷量のバラつきが出ている。馬鈴
薯・玉葱の出荷は増えているものの、市況悪化が続いており、市場向けの出荷
は少なめである。小ロット輸送（コンテナ）が多い。

　一般カーゴに関しては、若干回復傾向にある。鉄骨・部材関係も消費増税の影
響もあり輸送量が増加した。域内輸送においては、ユニック貨物はまずまずの
状況にある。飲料他一部貨物は、消費増税前に活発化したため、一時的に車両
不足となった。� （一般貨物自動車運送／石狩）

非製造業（建設・運輸業）

・原材料の高止まりが続いているものの、販売価格に転嫁できず、収益は悪化し
ている。� （水産食料品／全道）

・消費税増税前だが麺類には特に影響はなく、例年並の売上。� （めん類／全道）
・8月単月で、味噌・醤油とも前年比減。道内の 1月〜 8月の累計の前年対比
は、味噌 101.2％、醤油 99.1％と健闘しているが、月毎の出荷量の増減の変
動幅が大きく、安定していない。今後の需要期の出荷に期待したい。

� （味噌・醤油／全道）
・値上げ進まず収益悪化。� （水産食料品／函館）
・10月より消費税増税となり、9月は本来なら駆け込み需要が期待される月と
なるが、飲料水は軽減税率の対象であることと、消費の矛先が増税商品に向け
られたため、例年通りの売上となったようだ。� （飲料／全道）

・製材市況は、カラマツは、保合。エゾ・トドマツは、保合。原木市況は、カラ
マツは、保合。エゾ・トドマツは、保合。と前月と大きく変わりなく推移。カ
ラマツ原木は、不足感は、まだまだある模様。製材の受注はある模様。エゾ・
トドマツ原木は、回復しているが、未だに小径材は不足している模様。

　原木価格が高値であることから製品への転嫁が必要であるが、受注にかげりが
ある企業も出てきていることから注視する必要がある。� （一般製材／全道）

・9月の生コン出荷量は 365千m3 で、前月比は 19.6％増、前年同月比は
10.7％増となった。

　地域別には、前年同月を上回った分会（協組）は 29分会（協組）中、16分
会（協組）で前年（増加は 9分会（協組））を上回った。前年同月と比較し
て、増加したのは札幌、苫小牧、釧路など。一方、減少したのは千歳地区、西
十勝、富良野地区などであった。� （窯業・土石製品製造業／全道・生コン）

・各種メーカーから消費税増税と 10月からの値上げの連絡があった。消費税が
上がること自体は特に支障はないと思うが、落ち着くまで余計な費用が掛かり
利益を圧迫してくると思う。所得も上がるような環境にしてほしい。

� （窯業・土石製品製造業／全道・ガラス）
・消費税増税絡みの目立った動きはない。� （金属機械工作／札幌）
・組合員企業の多くは従業員の募集をしても応募がなく、従来の方法では採用で
きない状況となっており、大手就職サイトなどへある程度のお金をかけて採用
を目指す企業が見受けられる。� （金属機械工作／札幌）

・消費者還元事業などの活用もあるが、消費税増税後の反動がどのようになる
か、ここ数ヶ月の動向に注視しなければならないと考えている。反動があるの
か、駆け込み需要があったのか、分析したいところである。� （家具／旭川）

製造業

・消費増税前の仮需で売上は取扱品目に拘らず増加との回答が多い。これに伴い
季節商品も早めの動きが出ている。

　病院の新築・増築案件が増加し、医療器械や事務機器の需要も伸びている。団
地再整備は 12月の建物完成に向かって順調に工事が進行している。

� （各種商品／札幌）
・当組合は生鮮品を扱う組合員を擁しているため、10月から導入される複数税
率対応の POSレジ等、設備投資が 1,400 万円程かかってしまった。また、一
般消費者は、一般品を 8％のうちに買い占めるため、食品を買い控える傾向が
出ている。今後、複数税率による景気の悪化が心配である。

� （野菜・果実／全道）
・昨年は北海道胆振東部地震により、一時欠品するなどの混乱で売上的には伸長
したため、その反動による前年割れ幅が大きい。また、増税前の駆け込み需要
が想定されたが、菓子はその影響がなく、売上でみるとかなり厳しい。

� （菓子／全道）
・一部の季節商品の増税前の駆け込み需要があった。� （電気資材／全道）
・消費税の駆け込みで昨対より売上増しているが、前回までの増加はない。
� （各種商品／滝川）
・消費税増税前の駆け込み需要で、家電量販店・家具等の大型商品のほか、ド
ラッグストア等日用品の売上が増加し、前年より大幅に増加した。キャッシン
グにおいても、物販と同様に例月より利用が増え、前年並みまで回復した。

� （各種商品／旭川）
・前年は胆振東部地震の影響もあり、消費は落ち込んだが、本年 9月は増税前の
駆込み需要の影響で、家電量販店、ドラッグストアなどは売上増となってい
る。キャッシュレス消費者還元事業は 10月 1日から開始されたが、新聞報道
等にあるように、一部の決済事業者において登録作業が間に間に合わないケー
スも確認されている。� （各種商品／札幌）

・消費税増税後のために日用品のまとめ買いに走っているのか客足がいま一つで
あった。各店も税率は 8％と変わらないので、「レジ」購入、助成金への関心
が薄い。また「キャッシュレス」という商売方法に対しても関心が薄い。

� （各種商品／小樽）
・9月取扱高は、前年比 130％の状況。10月消費税増税の関係で、家電品・家
具などにより取扱高が大きく増加した。キャッシュレス消費者還元事業の参加
加盟店申込みが当初予定の 60％程の申込受付状況にて、10月 1日のキャッ
シュレス消費者還元事業開始に間に合わない販売店が発生した。消費者も事業
を良く理解出来ていない状況のためこれからの告知が必要と感じる。

� （各種商品／苫小牧）

・9月中旬に発生したサウジアラビアの石油施設攻撃以降、原油価格の高値基調
が続いているが、卸価格が上がっている時も、末端市場においては低価格競争
の激化傾向が続いており、安値市況が広範囲に拡大しているなど地場中小零細
企業の経営は依然厳しい状況。� （燃料小売業／札幌）

・いよいよ 10月 1日より消費増税が開始となり、当業界にとっては、クレジッ
ト利用による消費者還元事業も開始となるため、実際どの様な状況になるのか
戦々恐々としている状態。又、消費増税前の本月は、消費者の先買い需要が発
生しており、営業数字としては対前年を大きく上回っている状況。

� （各種商品／帯広）
・9月の各組合員の状況について
　9月の各組合の状況。消費税増税前の駆け込み需要で前年（前年は北海道胆振
東部地震の影響で消費低迷）を大きく上回る売上増になったとのこと。しか
し、10月から駆け込み需要の反動での消費低迷を懸念し、先行きを不安視す
る声が多くあった。� （各種商品／釧路）

・駆け込み需要があったお店と、期待したほどではなかったお店に分かれたよう
だ。ストーブや除雪機の点検・修理が始まっている。

� （自転車・自動車／全道）
・9月は消費税の関係で後半から多少売上が伸びたが、10月の落ち込みがある
と思われる。� （各種食料品／札幌）

・昨年に比べ、秋鮭・魚卵（生筋子）等が価格も下がり好調だったが、さんま・
イカが過去にないほどの大不漁となっていて、鮮魚店が苦戦している。9月の
観光客動向については、連休が 2週に続いたり、クルーズ船の寄港が 5回あ
り観光客も増加した。9月末にキッズスペース＆休憩所を設置したことによ
り、子供のいる家族の滞在時間が長く感じられた。� （鮮魚／釧路）

・組合全体の昨比は 110.5％、大型スーパー・ホームセンターの昨比は
105.2％、一般店の全体昨比は 127.3％となっており、特に家電と家具店の昨
年比は 223.1％と駆け込み需要が押し上げた。翌月からの反動がどれほどにな
るか不安要素もある。組合としては 10/11 〜 10/31 まで大型のイベントを
組んで増税に対する応援をしていく。� （各種商品／芦別）

・増税前という事もあり、小売は好調だったようだ。10月以降心配との事を多
く聞く。� （中古自動車／札幌）

・営業状態は、ほぼ現状維持。9月末日で 2施設廃業。
　10月から消費税及び入浴料金の値上げで、どのような状況になるのか様子見。
� （公衆浴場／全道）

・昨年は震災があった為、前年比の集客は増加傾向。インバウンドの集客は減少
傾向ではあるが、一部回復傾向の兆しも見られる。� （旅館／音更）

非製造業（卸・小売・商店街・サービス業）
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